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	かみさか たつあき
	Vol.87
	市民の声を市政に！
	　　　喫緊の課題への挑戦！
	公明党さいたま市議会議員
	９月議会報告


	0歳〜2歳児の保育料の無償化を！
	さいたま市は全国から子育て世帯に選ばれている一方、「重い保育料負担のため第2子以降の出産をためらう」という切実な声が寄せられています。私は「保育料の完全無償化」について、市の税収上振れ（令和7年度当初予算で約84億万円増）を指摘し、財源配分の見直しを強く迫りました。
	【答弁・成果】扶助費の増加など財政需要も膨らんでいるものの、持続可能な制度として今後の財政状況を勘案しながら、第2子保育料無償化を含めた負担軽減策の検討を進めるとの答弁しました。

	補聴器購入費助成の創設を！
	加齢性難聴は、コミュニケーション機会の減少による社会的孤立や、認知機能低下・フレイル（虚弱）の要因の一つとされています。私はこれを単なる経済的支援ではなく「介護予防・健康寿命の延伸」につながる重要な施策であると位置づけ、助成制度の創設を強く訴えました。
	【答弁・成果】令和9年7月の社会福祉審議会からの答申を踏まえ、聴力チェックによる早期発見や介護予防事業との連携を含め、補聴器購入費助成の実現を目指し前向きに検討する旨の答弁がありました。

	限界に近づく「火葬待ち」の解消を！
	多死社会を迎え、冬季を中心に火葬まで１０日以上お待ちいただく深刻な状況が発生しています。市民生活に直結するこの問題に、既存施設の最大限の活用にとどまらず、市外利用者の利用枠見直しや市民優先枠の拡大など、具体的な対策に踏み込むよう市長の政治決断を求めました。
	【答弁・成果】冬季限定だった火葬時間の1時間延長を令和8年度から「通年」で実施。さらに、提案した内容も含め、令和8年度中の「中・長期火葬計画」基本構想策定に向け、必要な火葬能力の確保に市長から取り組む旨の答弁がありました。
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